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日曜地質巡検会記

第48回 (昭和44年 4月 20日 )

地学会の巡検会として島原半島を歩〈のは久し

ぶりであったし ,やっと48回 目の日曜巡検で島

原市 1/C足を踏み入れることになった。

集合場所が島原駅か らかなり離れた焼山であっ

たことゃ ,交通の連絡が時間的に良くなかったこ

となど ,必ずしも遠 くの会員にとっては便利でll■

なかったが ,フ ァイトある会員はタクシーやマイ

カーで元気よく焼山に乗りつけた6夏は ``そ うめ

ん流 し "で ,涼を求める多 くの人で賑わう所だが ,

まだシーズン前とあってひっそりしている。

10時半 ,簡単なルート説明の後 ,焼 山の新 し

くつ くられた道遥通路を登りながら焼山溶岩を見

る。焼山の溶岩は多子L質ではないが ,き わめてガ

ラス質で色の黒い石基を持った角閃石安山岩であ

る。特に自い長石の大斑晶が印象的である。また ,

千々石断層の東の延長がこの地 ,千本木まで延び

ているわけであるが ,その崖が東の方に焼山の岩

場からよくわかった。溶岩からできた岩山の岩の

間には数々の枝振りの良い松が生えて ,み ごとな

岩と松のすがすがしい庭園ができあがっている。

景色をカメラにおさめたり ,岩を叩いたり溶岩

の流れた江戸時代当時の溶岩見物のエピソードな

どを聞いたりして焼山散策を終わった。

焼山か ら眉山へ向かうについて健脚組は眉山の

西側のふもとまで歩き ,その他の人は数台のマイ

カーに途中まで便乗することになった。

この辺千本木一帯には昔植ぇられたたくさんの

「 はぜの木 」があるが ,今はその木々も遠慮がち

に新芽をふくらませている。所々に見 られるふだ

西  村  暉  希 (長 崎 北 高 等 学 校 )

ん忘れ られている柿の老木は ,今ぞ春とばかり輝

いた若葉を茂 らし畑の主みたいな顔でいる。眉山

の西のふもとに着いた時は正午を少し回っていた。

眉山は東の方ははげしい崩壊が今も起きているが ,

西の方は現在では崩壊はほとんどなく登山道もで

きている。眉山 (七面山 )の登り回の木陰で昼食

にした。これか ら登る眉山 (七面山 )の急斜面に

そなえた腹ごしらえである。この山は少し離れて

みると45～ 70° ぐらいの山ぎわをなしていて

相当にけわしい。午後 1時に登りはじめる。七面

山は黒雲母角閃石を主とした安山岩でかなり酸性

岩に近 〈場合によ,っ ては石英安山岩と呼ばれるほ

どである。この山は粘性の高し`溶岩の噴出によら

て急斜面をもつ溶岩円頂丘 (ラ バ ドーム )ができ

ただけでなく ,そのあとの崩壊でさらに急岐な現

在の姿になった よ`うである。 SENDO他 (1967)

による ,眉山溶岩を貫いている七面山南側溶岩な

るものを確認しようと皆んな注意 しながら登る。

はっきりわからぬまま黒いガラス質の岩石と ,流

理の発達 した岩石に出会 うことになった。 この岩

石が七面山の山体形成ののち最後に流出し.た溶岩

の七面山南側溶岩 らしい。雑木林の急な細い道を

登多つめると ,社のある七面山の頂上 (8:ユ 1念 m)

になる。山頂に着いたのが 2時 ごろであらたし眼

下には ,広い田園を左右に従え。前方には有明海

後方には眉山をかいた城下町島原がのんびりと拡

がっている。 |この上 もなくすばらしい緑のステレ

オ鳥敵図を私達は観望することがでなた6今 ●―

プウェイで登って来たばかりのような ,ま たは静

焼山と眉山の火山地質 (5万分の1島原)
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かに飛行機からながめているような錯覚を受ける。

さらに海のかなたには雲仙や多良岳と同系統の熊

本の金峰山が淡くかすんでみぇる。またたく間に

30分過ぎ ,2時半ごろから下山する。ふもとに

下りたのは 3時過ぎであったが ,いつものごとく

三々五々の流れ解散となった。島原市街まで下り

て眉山を振り辺えると ,西に傾いた太陽が平野か

らすっくと立ちあがった眉山の雄姿を影絵にして

見せていた。

地質概略

眉山は雲仙火山活動にかけるひとつの火山であ

り ,千々石の猿葉山と良く対応して考えられる。

眉山はシソ輝石を含む黒雲母角閃石安山岩からな

る眉山凝灰角レキ岩をかかった ,大きなラバドー

ムである。眉山の本体の岩石は眉山 (七面山 )の

頂上で採集できる。鏡下では石英とシソ輝石を含

むが岩石名は黒雲母角閃石安山岩である。肉眼的

には雲仙火山の他の岩石と同じであって灰色の石

基に自い斜長石と黒い雲母と角閃石の大きな斑晶

(5～ 10m)が ばらまかれている。斑状組織の

段丘 または湖成 層
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標本として教材に利用できる。この山の本体の黒

雲母角閃石安山岩を貫いて噴出したのが七面山南

側溶岩 (七面山溶岩 )で ある。この七面山溶岩は

あるものは非常に黒く ,あるものは流理が発達し

ていて ,前述の黒雲母角閃石安山岩とは簡単に見

分けられる。検鏡によれば普通輝石とシソ輝石を

含む角閃石安山岩であり ,石基は斜長石 ,輝石 ,

角閃石 ,磁鉄鉱より構成されているO

焼山溶岩 (新焼溶岩 )は ,寛正 4年 (1792ピ0
に流出した溶岩流である。この溶岩流は普賢岳火

山の最後の活動の時期にでき,いゎゆる雲仙火山

の最新の火山活動である。溶岩は普賢岳の北腹の

ハンド岩 (940m)の 北の穴より噴出して普賢
岳基底溶岩と普賢岳溶岩の間にできているアナセ

コ谷という谷を流れ下だり千本木へと約 3bつづ

いた溶岩流になった。

岩石的には石基が黒くて ,_含シソ輝石 ,黒雲母

角閃石安山岩である。顕下では斜長石のアルバイ

ト双晶 ,カルスバット双晶が普通にみられ ,不透

明鉱物として磁鉄鉱が多く含まれている。雲仙火

山の岩石の中で ,こ

の岩石が最もガラス

質の岩である。

(参加者  30名 )
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